設　立　趣　旨　書
１　趣　　旨
チャイルドラインからはじまる笑顔あふれるまちづくり
子どもの権利が保障される社会は子どももおとなも心豊かに生きる社会です
今、わが国の子どもを取り巻く環境は苛酷です。子どもたちは、私たちおとなの姿や社会のゆがみに翻弄され、「生きにくさ」「育ちにくさ」を感じながら、毎日を過ごし、自分の居場所を見失っています。「子どもの権利条約」を批准した私たちには、子どもたちを家庭、学校、地域の公正な一員として受けとめられるような社会環境を作っていく責務があります。
チャイルドラインは、１８歳までの子どもが、誰でもいつでも、どこからでもかけることができる子ども専用電話です。子どもたちのどんな話にも耳を傾け子どもの気持ちに寄り添います。いつでも自分の本音を受けとめてくれ、自分たちに本気で向き合ってくれるおとなの確かな存在を知ることは子どもの次の一歩につながるでしょう。子どもは『自分で道を切り開いていく力』を持っています。
私たちは、２０００年以来「チャイルドライン京都・子ども電話」を開設し、京都と全国の子どもたちの声を聴き、子どもたちに寄り添い、子どもたちをまるごと受けとめて、ほっとできる居場所をつくってきました。しかし、電話を通して子どもたちの自己肯定感の低さやコミュニケーション力の不足を実感します。これらは、子どもの健全な成長を妨げ、おとなへの警鐘です。私たちは、この子どもたちの声を受けとめ、地域へつなぎ、社会に発信し、信頼できるおとなの存在を増やし育て、家庭や学校、地域社会の再生をめざします。何処にでもいるおとなたち、近所のおっちゃん、おばちゃん、おにいちゃん、おねえちゃんなど、ありのままを受けとめてくれるおとなの存在こそが必要なのです。
２１世紀を展望し、地域社会が活性化して子どもたちの笑顔があふれ、おとなも子どもも共に心豊かに生きることのできる社会の実現に寄与します。
私たちは、子どもの権利が尊重され、子どもたちの笑顔と笑い声が広がる社会を創るために、「特定非営利活動法人チャイルドライン京都」を設立します。
２　申請に至るまでの経過
２０００年５月　　特定非営利活動法人京都子どもセンター　チャイルドライン開設準備委員会発足
２０００年１２月
第１回チャイルドライン開設（特設・計４８時間）
２００２年１１月
チャイルドライン京都・子ども電話　常設実施

開設時間は毎週月・木曜日の１９時～２２時
２００３年１１月
開設時間を毎週月・木曜日の１６時～２２時に拡大
２００８年　６月
特定非営利活動法人京都子どもセンター　チャイルドライン京都に名称を変更
２００９年　５月
全国統一フリーダイヤル開始
２０１０年　９月
特定非営利活動法人京都子どもセンターから独立し、法人化に向け検討を始める
２０１０年１２月１１日　特定非営利活動法人チャイルドライン京都設立総会を開催
２０１０年１２月１１日
特定非営利活動法人チャイルドライン京都設立発起人氏名
伊藤廣明、上野泰弘、奥村恵美子、北村千裕、久保田弘子、蔵垣眞由美、小畠秀夫、
高橋雅美、田中研三、田中貴子、玉井涼介、外村まき、鳥井洋子、西山高子、
西山かな子、根本賢一、堀　育子、本多克治、松阪祐哉、松原久美、安田幸子、

若林周子
特定非営利活動法人チャイルドライン京都
                     設立代表者　住所又は居所　京都市山科区東野百拍子町37番地

　　　　　　氏名  外村　まき　　　　　　　　　印
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